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論文の 投稿をお待 ち申 し土 げます。

　本年 6 月 6 日（⊥）〜 7 凵（日）に 山口大

学で 開催 され る全 国大会の 日程等を掲 載

しました 。 研究発表は もとよ り、 講演 ・

シ ン ポ ジ ウ ム も関 係 各 位 の ご尽 力 に よ

り、 と りわ け興味深い テ
ー

マ を取 り上げ

る こ と とな りま した 。 是非、 2 日間の 出

席を ご予 定下 さ い
。

　東京例会で い つ も ユ ー モ アを交えつ つ

お話 に な っ て い た、 故小川輝 夫先生 の ご

尊顔が 忘 れ られ ませ ん 。 ご冥福 をお祈 り

申し上 げ ます 。　　　　　　 （西山春文）
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◇表現研究関係文献紹介

赤羽美鳥 『シ ェ イクス ピアの 喜劇にお け

る両義性』（翰林書 房 、平成 18 年 ll 月刊、

￥ 2500）

　本書 を
一

言 で要 約 すれ ば 、 特 徴 的な表

現 を手がか りに 、 シ ェ イ クス ピ ア喜劇の

発 想原 理 に 迫 っ てい く試み、 とな るだろ

う。 本書が 注 目 した の は
、 矛盾 、 混乱、

同
一

性の 揺 らぎ、変容な ど、 何 らか の 混

乱を内包 す る 多彩 な表現 で あ る 。 それ ら

の 表現を 、 人 物 と文脈 か ら丹念 に 検討 す

る こ とで 、 事件や物語の モ チ
ー

フ がそれ

ら の 表現 に しば しば集約さ れ て い る こ と

が指摘される 。

　 本書が検討す るの は 、
ゴ間違い の 喜劇』、

rじ ゃ じゃ 馬 な ら し』、
『夏の 夜の 夢』、

『お

気 に 召すまま」、
「十二 夜』 の 五 作品 。 本

書 は最 終 的 に 、

“
A か 非 A か

”
とい う二

分 法 を越 え よ う とす る両 義性 に、 シ ェ イ

クス ピ ア喜劇の 核を見 い だして い く 。

　本編 も十分刺激的な の だが 、 私が
一 番

興味を 引か れた の は、終章で 少 しだけ登

場す る rハ ム レ ッ ト」論で あ る 。 す なわ ち、

ハ ム レ ッ トは 「生 き る べ きか死ぬ べ きか 」

に 象徴 され る二 分法の 呪縛が 生み 出 した

悲劇で あ る 、 とい う指摘だ 。

　 オ セ ロ 、 ロ ミオ 、 リア …　 　 シ ェ イ ク

ス ピア 悲劇の ギ人公た ちは 、 み な 1分法

の 呪縛か ら自滅 して い る 。
二 分法を軸に 、

喜劇 と悲劇が見事に 対を な すの だ 。

　 シ ェ イ クス ピ ア の 悲劇 に つ い て も、本

書 と同様 の 緻 密な 方法 で 分析 が な さ れ れ

ば、喜劇 と悲 劇を 縦断す る刺激的な シ ェ

イ クス ピ ア 論 が 生 まれ る の で は な い か e

赤羽氏の 今後 の 研究 を大い に 期待 させ る

一
冊 で あ る 。 　　　　　　　 （柳澤浩哉）
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